
胸腔鏡手術の普及により肺小型病変、特にすりガラス (GGO: ground-glass opacity) 病変や、

深部小結節病変の触診は困難となってきている。一方、従来のCTガイド下フックワイヤー

マーキングでは、出血、気胸、そして稀ではあるが空気塞栓などの合併症の報告がある。

当院では、多施設共同研究として、2015 年から気管支鏡下色素散布によるマーキング

(VAL-MAP)を実施しており、病変の位置が深い小型GGOや転移性肺腫瘍病変に対し、

VAL-MAP後にマーキングをガイドとした区域切除を行っている。

今回は、右上葉GGOと右下葉転移性肺腫瘍病変に対する区域切除症例を呈示する。
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